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南
部
義
典
さ
ん
に
聞
く

━

こ
こ
が
問
題
！
憲
法
改
正
国
民
投
票
法

所
が
実
現
し
て
い
る
が
、国
民
投
票
法
は

N
O
！
法
改
正
は
必
至
だ
。

❸
選
挙
は
法
定
受
託
事
務
と
し
て
経

費
が
設
定
さ
れ
る
が
、
国
民
投
票
執
行

経
費
の
法
定
化
は
未
整
備
。根
拠
法
は

必
須
。

❹
国
民
投
票
運
動
は
原
則
規
制
な
し
。

運
動
に
私
財
を
投
入
し
た
り
費
用
を
集

め
る
こ
と
も
可
。個
人
間
で
あ
れ
ば
買
収

も
罪
に
な
ら
な
い
。が
、
国
民
投
票
運
動

は「
自
由
」「
公
正
」が
キ
ー
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。選
挙
と
同
様
に
金
額
に
上
限

規
制
を
設
け
、収
支
報
告
を
課
す
し
く
み

を
ビ
ル
ド
イ
ン
す
べ
き
。連
動
し
て
C
M

の
問
題
が
あ
る
が
、
諸
外
国
で
は
C
M

は
全
面
禁
止（
英
仏
な
ど
）が
当
然
で
、日

本
の
規
制
は
真
に
ゆ
る
い
。資
金
力
の
多

い
一
方
が
大
量
に
C
M
を
流
す
だ
ろ
う

現
状
は
、問
題
だ
。

❺
現
行
法
で
は
、賛
成
が
１
票
で
も
多
け

れ
ば
改
憲
は
成
立
、不
公
正
感
は
否
め
な

い
。私
は
、
よ
り
公
正
な「
絶
対
得
票
率
」

を
提
起
し
た
い
。

❻
国
会
は
発
議
し
て
終
わ
る
の
で
は
な

く
「
国
民
投
票
広
報
協
議
会
」
を
立
上
げ

る
こ
と
に
な
る
。衆
院
10
名
、
参
院
10
名

　

今
回
お
聞
き
し
た
南
部
義
典
さ
ん
は
、

『
超
早
わ
か
り 

国
民
投
票
法
入
門
』『
広

告
が
憲
法
を
殺
す
日
』な
ど
の
著
書
で
知

ら
れ
る
国
民
投
票
法
の
第
一
人
者
。安
倍

改
憲
案
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
が
、モ
リ
カ

ケ
同
様
、自
民
改
憲
案
こ
そ「
首
相
案
件
」

の
最
た
る
も
の
、自
民
党
内
で
さ
え
も
改

憲
案
が
有
意
に
語
ら
れ
て
い
る
と
は
思

え
な
い
状
況
に
あ
る
、と
話
を
起
し
た
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
私
た
ち
は
、国
民
投

票
の
流
れ
を
主
権
者
の
武
器
と
し
て
把

握
す
べ
き
で
、南
部
さ
ん
は
こ
れ
を
22
項

に
分
け
て
問
題
提
起
。特
に
最
長
１
８
０

日
と
な
る
国
民
投
票
運
動
を
支
え
る

ル
ー
ル
構
築
は
不
十
分
で
あ
る
と
指
摘

す
る
。

現
行
法
の
欠
陥
＝
法
改
正
と
運

用
で
注
視
す
べ
き
課
題 

━

❶
ま
ず
有
権
者
年
齢
だ
。こ
の
６
月
に
国

民
投
票
も
18
歳
に
移
行
す
る
。民
法
・
少

年
法
と
の
連
関
は
問
わ
な
い
自
動
的
改

訂
だ
が
、仮
に
18
～
19
歳
の
人
が
違
反
を

し
た
ら
ど
う
な
る
か
、対
応
が
問
わ
れ
て

い
る
。

❷
選
挙
で
は
期
日
前
投
票
や
共
通
投
票

が
選
出
さ
れ
る
が
、
肝
心
の
事
務
内
容

と
運
用
が
未
決
だ
。選
挙
で
選
挙
公
報

や
経
歴
放
送
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
国

民
投
票
法
案
公
報
放
送
を
流
す
こ
と
は

決
ま
っ
て
い
る
が
、
一
日
何
回
か
、
時
間

は
ど
れ
位
か
、１
８
０
日
間
毎
日
流
す
の

か
、途
中
で
内
容
変
更
を
い
た
す
か
否
か

も
未
決
。終
始
同
じ
情
報
し
か
流
れ
な
い

と
し
た
ら
ど
う
か
。

❼
さ
て
、こ
の
協
議
会
で
は
賛
否
は
特
別

多
数
決
で
行
う
が
、
そ
も
賛
成
派
２
、
反

対
派
が
１
ま
た
は
そ
れ
以
下
の
割
合
で

構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。少
数
意
見
を

尊
重
す
る
最
善
の
方
法
と
し
て
、決
定
は

全
会
一
致
を
ル
ー
ル
と
す
べ
き
だ
。

❽
放
送
法
4
条
削
除
問
題
が
浮
上
し
て

い
る
が
、実
は
国
民
投
票
法
１
０
４
条
に

は
、
国
民
投
票
は
放
送
法
4
条
に
留
意

し
て
行
う
旨
明
記
さ
れ
て
い
る
。政
治
的

中
立
に
配
慮
す
べ
く
あ
る
放
送
界
が
４

条
削
除
を
も
っ
て
、賛
否
の
い
ず
れ
か
に

偏
っ
た
番
組
を
放
送
し
た
ら
…
C
M
ど

こ
ろ
か
番
組
そ
の
も
の
。番
組
で
政
治
的

不
平
等
が
行
わ
れ
、
多
角
的
な
論
点
が

封
殺
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
し
、そ
も
１
０
４
条
で
政
治
的
平
等
を

担
保
す
べ
き
で
あ
る
。

　

憲
法
改
正
国
民
投
票
法
の
制
定
か
ら

11
年
。日
本
に
お
い
て
は
先
例
が
な
い
ば

か
り
か
国
民
投
票
法
の
規
定
・
運
用
面
に

不
十
分
な
点
が
多
々
。現
状
の
ま
ま
で
執

行
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。生
活
者
ネ
ッ
ト
は
、
上
記
の
点

を
衆
参
両
憲
法
審
査
会
に
お
い
て
議
論

し
、幅
広
い
合
意
形
成
の
下
で
必
要
な
法

整
備
、運
用
上
の
検
討
を
進
め
る
よ
う
要

請
す
る
意
見
書
活
動
に
着
手
す
る
。

文
責
　
編
集
部
／
加
藤
千
鶴
子

　
2
0
2
0
年
改
正
憲
法
施
行
へ
の
意
欲
を
示
す
安
倍
首
相
の
も
と
、
に
わ
か
に
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
憲
法
改
正
。

「
国
民
投
票
法
」（
07
年
）
の
も
と
に
改
正
原
案
の
審
議
の
場
と
な
る
「
憲
法
審
査
会
」
も
ま
た
動
き
出
し
て
い
る
。改
憲

の
是
非
は
、
最
終
的
に
は
国
民
投
票
で
決
め
る
が
、
投
票
に
至
る
ま
で
の
流
れ
や
、
ど
ん
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
繰
り
広
げ
ら

れ
る
か
、選
挙
と
ど
う
違
う
か
等
々
知
ら
さ
れ
な
い
こ
と
だ
ら
け
。そ
の
手
続
き
が
本
格
化
し
て
し
ま
う
前
に
、国
民
投
票

法
の
全
容
を
知
り
、法
や
運
用
ル
ー
ル
に
不
備
・
不
公
正
が
あ
れ
ば
声
を
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
だ
。

東京・生活者ネットワーク主催、緊急国政フォーラム（代表：大西由紀子）
では、ゲストに憲法・国会法の第一人者・南部義典さん（国民投票広報機
構代表）を迎え、法改正の必要性が顕在化する「国民投票法」について学
び、意見交換した。４月６日

■ 都 議 会 第 2 回 定 例 会、6 月 12 日～ 27 日。
代表質問 19 日、一般質問 20 日。
■「東京都オリンピック憲章にうたわれる人権
尊重の理念実現のための条例」（仮称）パブリッ
クコメント実施。

立川ネット
6月10日告示・17日投票の立川市議選に、新人
の富永文子、元市議の坂下かすみを擁立予定
042-535-9110

豊島ネット
村上のり子とおしゃべりタイム（区政報告会）
6月16日（土）10：30 ～　豊島・生活者ネット事
務所（要町駅）03-5917-4272

世田谷ネット
認知症サポーター養成講座
6月23日（土）10：00 ～　祖師谷区民集会所（祖
師ヶ谷大蔵駅）　03-3420-0737

西東京ネット
映画「第４の革命　エネルギー・デモクラシー」
上映会
6月24日（日）① 9：30 ～　②11：10 ～　プラス･
ド･パスレル（保谷駅から12 分）　大人 1000円、
子ども・学生 500円　042-453-4121

大田ネット
OTA 未来カフェ・区内の歴史的建造物について
6月29日（金）10：00 ～　清月庵（池上梅園内）（西
馬込駅）　無料　03-6424-7561

練馬ネット
体によくない　化学物質のはなし
7月7日( 土 )10：00 ～　練馬区役所地下多目的
会議室（練馬駅）　講師：内田義之（医師）　申込
み 7/2まで　無料　主催：練馬地域協議会
03-3993-4899

練馬ネット
どうする？　海・川のプラスチック汚染
7月10日（火）10：00 ～　練馬区民・産業プラザ
研修室１（練馬駅）　講師：中井八千代（環境カ
ウンセラー）　300円　03-3993-4899

　女性記者に対する財務省・福田淳一事務次官のセクシャル・

ハラスメントに端を発する同省の一連の対応は人権侵害行為

そのものであり、男女平等社会の実現に逆行ばかりか、一人

ひとりの個性や能力が発揮される社会像と相反するものです。

　金銭授受を伴う女性との関係で辞任した知事や高校生への

強制わいせつで書類送検された芸能人など「性と暴力」にま

つわる事件・ニュース報道が後を絶ちません。さらに、ハニー

トラップ、自己責任、売名などという被害者バッシングがＳ

ＮＳ上ばかりか、麻生大臣はじめ政治家の口からも聞こえて

くる事態に驚きを禁じえず、とうてい看過できるものではあ

りません。

■セクハラを許さず、被害者を孤立させない
社会の実現を！
　去る 4 月 23 日には、【セクハラ被害者バッシングを許さな

い！４.23 緊急院内集会】が開催され、黒い服を身にまとっ

た女性たちが、永田町の衆議院第一議員会館に集まり「＃ With 

You」のプラカードを掲げ、被害者への連帯を表明しました。

この集会では、弁護士や研究者、記者たち、そして議員や市

民らが集結して、被害者へのバッシングや孤立を防ぐにはど

のような法整備が必要か、などが話し合われました。

　多くの生活者ネットの議員も参加し、狛江・生活者ネット

ワークの山本あき子（狛江市議会議員）は、狛江での市長に

よるセクハラ行為の問題に触れ、「セクハラ行為に対する意

識の低さや認知のずれ、責任転嫁、公文書の扱いの軽さ、加

害者に都合のよい調査、被害者が名乗り出ることの難しさを

知った上での否認など、財務省で起きていることと狛江で起

きていることは本質的に同じです。勇気をもって相談した被

害者に敬意を表すとともに、一日も早い真相解明と人権が守

られる職場環境の整備を求め、今後も活動を続けます」と訴

えました。

　集会実行委員の一人である三浦まりさん（上智大学教授）

は、「被害者バッシングは加害者が責任を取らないための、

責任転嫁するための常套手段。次世代にこんな思いをさせて

はならない」とコメントし、会を締めくくりました。

　こうした女性たちの連帯に加わりながら、私たち生活者

ネットワークは、“ セクハラ＝人権侵害を絶対に許さない！ ” 

という確たる姿勢で行動していきます。

4.23 緊急院内集会：開催！

セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は

人
権
侵
害
―
被
害
者
バ
ッ
シ
ン
グ
を

許
さ
な
い
！
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百
害
あ
っ
て
一
理（
リ
ニ
ア
）な
し
！

止
め
よ
う
！

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
計
画

生
態
系
を
歪
め
、自
然
を
破
壊
し
、

水
脈
を
分
断
す
る
リ
ニ
ア
新
幹
線

　

J
R
東
海
の
不
充
分
な
環
境
影
響

評
価
の
ま
ま
2
0
1
4
年
10
月
、
国

土
交
通
大
臣
が
工
事
実
施
計
画
（
そ

の
１
＝
土
木
工
事
）
を
認
可
し
た
「
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
」
計
画
。こ
れ
を
も

と
に
不
条
理
極
ま
る
工
事
が
、沿
線
の

１
都
６
県
で
少
し
ず
つ
行
わ
れ
て
い

る
。

　

長
野
県
大
鹿
村
で
は
、発
破
に
よ
る

土
砂
崩
れ
が
発
生
。地
元
住
民
の
唯
一

の
生
活
道
路
を
奪
っ
た
。岐
阜
県
瑞
浪

市
で
は
、ト
ン
ネ
ル
斜
坑
掘
削
地
か
ら

基
準
の
３
倍
を
超
え
る
ヒ
素
が
検
出
。

山
梨
県
笛
吹
市
で
は
、リ
ニ
ア
実
験
線

の
敷
設
で
、
す
で
に
沢
の
水
枯
れ
が
起

き
て
い
る
。

沿
線
住
民
が
原
告
と
な
り「
ス
ト
ッ

プ
・
リ
ニ
ア
！
訴
訟
」
進
行
中

　
（
そ
の
１
）
に
つ
い
て
は
、
リ
ニ
ア
沿

線
を
中
心
に
5
千
人
余
が
認
可
取

り
消
し
を
求
め
行
政
不
服
審
査
法

に
基
づ
い
て
異
議
申
し
立
て
を
行
っ

た
。し
か
し
、
国
交
省
は
審
査
を
行
わ

ず
、
J
R
東
海
が
着
工
の
動
き
を
見

せ
た
た
め
、
や
む
な
く
5
千
人
余
の

中
か
ら
７
３
８
人
が
原
告
と
な
っ
て
、

2
0
1
6
年
5
月
東
京
地
裁
に
「
工

事
実
施
計
画
の
認
可
取
り
消
し
を
求

め
る
行
政
訴
訟
」（
＝
ス
ト
ッ
プ
・
リ

ニ
ア
！
訴
訟
）
を
起
し
現
在
係
争
中

で
、今
年
３
月
23
日
に
は
、品
川
・
名
古

屋
間
の
原
告
の
最
後
の
意
見
陳
述
が

行
わ
れ
た
。残
る
３
回
の
口
頭
弁
論
で

は
、
被
告
の
国
が
、
私
た
ち
原
告
の
主

張
に
対
す
る
反
論
を
行
う
。

　

大
手
ゼ
ネ
コ
ン
談
合
事
件
の
報
道

以
前
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
へ
の
認

知
度
は
高
く
は
な
か
っ
た
が
、案
の
定
、

計
画
は
不
正
行
為
の
温
床
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
衆
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。東
京
都
は
大
成
建
設
と
鹿
島
の

幹
部
逮
捕
を
受
け
て
２
つ
の
ゼ
ネ
コ
ン

を
２
カ
月
～
最
長
1
年
半
の
受
注
指

名
停
止
処
分
を
行
っ
た
。他
方
J
R

東
海
は
、大
手
ゼ
ネ
コ
ン
が
受
注
し
た

工
事
は
そ
の
ま
ま
引
き
続
き
４
社
に

任
せ
る
と
し
て
、
工
事
を
強
引
に
進
め

る
姿
勢
を
崩
さ
な
い
で
い
る
。

　

そ
も
そ
も
、リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は

鉄
道
敷
設
事
業
で
あ
り
な
が
ら
、実
は

全
長
約
２
８
6
㎞
（
品
川
・
名
古
屋

間
）
に
及
ぶ
巨
大
土
木
構
築
物
で
あ

る
。す
な
わ
ち
、
86
％
は
地
下
ト
ン
ネ

ル
で
あ
り（
以
外
は
高
架
）、直
下
型
地

震
の
原
因
と
な
る
活
断
層
を
数
多
く

横
切
る
こ
と
に
な
る
。さ
ら
に
、複
雑
な

電
気
系
統
の
た
め
に
、電
気
設
備
の
工

事
費
は
通
常
の
新
幹
線
の
1
㎞
当
た

り
6
～
7
億
円
に
対
し
て
、リ
ニ
ア
新

幹
線
は
1
㎞
当
た
り
62
億
円
に
も
な

る
代
物
だ
。

　

都
内
ル
ー
ト
も
ま
た
、地
上
に
住
む

住
民
へ
の
保
障
な
ど
一
切
必
要
な
い
地

下
40
ｍ
を
掘
り
進
む
ト
ン
ネ
ル
工
事
。

「
大
深
度
地
下
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
ま

だ
関
心
が
薄
い
が
、一
旦
掘
っ
て
し
ま
っ

た
ら
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
」
と
原
告

弁
護
団
は
厳
に
警
告
す
る
。

　
こ
の
事
態
に
追
い
討
ち
を
か
け
る

よ
う
に
、
国
土
交
通
大
臣
は
今
年
３

月
、
工
事
実
施
計
画（
そ
の
２
＝
電
気

関
係
工
事
）を
認
可
し
た
。（
そ
の
２
）

は
変
電
所
や
電
気
関
係
が
中
心
で
あ

る
が
、
環
境
影
響
評
価
手
続
き
も
経

て
お
ら
ず
、
計
画
に
対
す
る
市
民
、
自

治
体
知
事
や
市
長
意
見
も
ほ
と
ん
ど

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。（
そ
の
２
）

も（
そ
の
１
）と
強
い
関
連
が
あ
り
、
ま

た
、
リ
ニ
ア
の
環
境
影
響
や
安
全
性

に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
私

た
ち
は
（
そ
の
２
）
の
認
可
取
り
消
し

を
求
め
、行
政
不
服
審
査
法
に
基
づ
く

「
不
服
審
査
請
求
」
を
行
う
準
備
を

開
始
し
た
。

　

当
該
自
治
体
で
は
よ
う
や
く
、
大

深
度
法
に
よ
る
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
説

明
会
が
開
催
の
運
び
で
あ
る
が
、
こ
れ

ら
都
民
に
直
結
す
る
問
題
は
も
と
よ

り
、「
ス
ト
ッ
プ
・
リ
ニ
ア
！
訴
訟
」へ
の

積
極
的
な
参
加
と
、こ
れ
ら
事
案
の
今

後
に
ぜ
ひ
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

ス
ト
ッ
プ
・
リ
ニ
ア
！
訴
訟
原
告
団
メ

ン
バ
ー
／
品
川
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
元
区
議
会
議
員 

　
井
上
八
重
子

編集後記／「政治分野における男女共同参画推進法」が 5月16日成立した。同法に至る、当初案は、2015 年に超党派議連によってまとめられたが、
伝統的家族観を重視する保守系議員らが「女性の社会進出が少子化を生んでいる面もある」などの異論を唱えたため一時立ち往生、男女「同数」条文は、
「均等」表現にトーンダウンした経緯がある。が、まずは「男女均等擁立」の具体化を問うべき根拠法が整備されたことを、法制を求めてきた多くの市民・
研究者・議員らとともに、生活者ネットは大いに喜びたいし、地盤・看板・かばんに加え、性別役割分業が色濃い社会背景の下、ローカルから女性
の政治参画の必然・正当性を問い、促進するべく40年をかけて編み出してきたネット独自のしくみ、地平をさらに広げる好機としたい。（加藤）

　

性
的
少
数
者
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
）
が
差
別

や
偏
見
な
く
暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
す

イ
ベ
ン
ト
「
東
京
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
イ
ド

２
０
１
８
」
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
「
プ
ラ
イ
ド

パ
レ
ー
ド
」
が
５
月
６
日
、
渋
谷
区
で
開

催
さ
れ
た
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
、支
援
者
や
企
業
、

在
日
各
国
大
使
館
な
ど
、
過
去
最
大
の

37
チ
ー
ム
、
約
７
０
０
０
人
が
参
加
。
虹

色
の
旗
を
な
び
か
せ
な
が
ら
、
渋
谷
公

園
通
り
や
表
参
道
を
練
り
歩
き
、「
生
と

性
の
多
様
性
」
を
ア
ピ
ー
ル
。

　

今
回
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
自
治
体
議
員
連

盟
（
正
式
名
称
：
性
的
指
向
と
性
自
認

に
関
す
る
施
策
を
促
進
す
る
た
め
の
地

方
自
治
体
議
員
連
盟
）
の
一
員
と
し
て
、

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
も
多
く
の

議
員
・
メ
ン
バ
ー
ら
が
併
せ
て
開
催
さ
れ

た
研
修
と
、
続
く
パ
レ
ー
ド
に
参
加
。

道
行
く
人
た
ち
も
笑
顔
で
「
ハ
ッ
ピ
ー　

プ
ラ
イ
ド
！
」
と
ハ
イ
タ
ッ
チ
、
沿
道
に

あ
る
店
舗
や
企
業
も
、
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー

の
虹
色
で
飾
る
、
明
る
く
楽
し
く
温
か
い

パ
レ
ー
ド
だ
。

東
京
都
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
条
例
化
に
向

け
て
着
実
・
迅
速
に
進
め
よ
う

　

溯
る
2
0
1
6
年
1
月
の
、
生
活
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
都
議
会
各
会
派
に
呼

び
か
け
て
開
催
し
た
「
市
民
と
行
政
の

協
議
会
」
で
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
・
支

援
者
団
体
と
都
の
関
係
部
署
と
を
つ
な

い
だ
。
こ
こ
で
は
、
学
校
教
育
現
場
で
の

無
理
解
、
ト
イ
レ
の
問
題
、
病
院
で
の

対
応
、
都
営
住
宅
の
入
居
に
係
る
不
合

理
な
ど
様
々
な
課
題
が
提
起
。
担
当
部

署
が
な
く
相
談
し
よ
う
に
も
、
た
ら
い

回
し
に
さ
れ
て
い
る
実
態
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。

　

よ
う
や
く
今
年
4
月
、
都
庁
内
の
関

連
部
局
に
お
け
る
性
的
指
向
お
よ
び
性

自
認
に
関
す
る
課
題
を
総
合
調
整
す
る

部
署
と
し
て
、
総
務
局
人
権
部
に
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
を
担
当
す
る
事
業
推
進
担
当
課
が

創
設
さ
れ
た
。
こ
れ
を
機
に
、
有
識
者

や
当
事
者
団
体
等
と
意
見
交
換
し
な
が

ら
、
東
京
都
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
条
例
化
に
向
け

て
一
歩
ず
つ
、
か
つ
迅
速
に
進
め
た
い
と

思
う
。

多
様
な
性
の
平
等
参
画
推
進
条

例
・
国
立
市
で
施
行
！

　

こ
う
し
た
中
、
ま
た
一
つ
、「
国
立
市

女
性
と
男
性
及
び
多
様
な
性
の
平
等
参

画
を
推
進
す
る
条
例
」
が
、
昨
年
12
月
の

市
議
会
で
可
決
、
こ
の
4
月
1
日
の
施
行

に
漕
ぎ
つ
け
た
。
性
別
に
か
か
わ
ら
な
い

一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く
、
地
域
で
い

き
い
き
と
暮
ら
す
社
会
を
築
く
た
め
、
市

と
市
民
、
教
育
関
係
者
や
事
業
者
等
す
べ

て
の
人
々
が
一
体
と
な
っ
て
誰
を
も
排
除

し
な
い
参
画
社
会
を
め
ざ
す
。

　

国
立
市
に
居
住
す
る
者
と
し
て
、
私
、

山
内
れ
い
子
は
今
回
の
市
条
例
施
行
を

大
い
に
歓
迎
す
る
と
と
も
に
、
広
域
行

政
に
寄
与
す
べ
く
あ
り
、
か
つ
平
和
・
人

権
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
を
政
策
経

営
の
根
幹
に
置
く
べ
く
あ
る
東
京
都
こ

そ
が
、
子
ど
も
を
基
点
に
世
代
や
性
を

超
え
て
、
多
様
な
人
々
が
平
等
に
参
画

で
き
る
社
会
政
策
を
整
備
し
行
動
す
る

と
き
で
あ
る
と
切
実
に
考
え
て
い
る
。
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2016 年 9月23日、第１回公判に全国から原告や訴訟に関心を持つ住民が傍聴に詰めかけた。東
京地裁前では抗議集会が毎回の公判時に開催されている。2018 年 1月19日、第 8 回口頭弁論で
は、井上八重子が品川区大田区の現状について意見陳述した

●リニア・市民ネット　http://www.gsn.jp/linear/linear.html

●
2
0
0
0
年
度
決
算
特
別
委
員
会
で
、総
務
局
に
人

権
部
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、人
権
問
題
を
質
す
。

こ
の
時「
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
等
の
人
権
問
題
や
犯
罪
被

害
者
等
…
様
々
な
人
権
問
題
が
存
在
し
て
い
る
と
認

識
」と
初
め
て「
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」が
議
事
録
に
引
き

出
さ
れ
た
。

●
14
年
11
月
文
教
委
員
会
で
、
文
科
省
が
前
年
に
行
っ

た
学
校
に
お
け
る
性
同
一
性
障
害
に
か
か
わ
る
対
応
等

調
査
に
つ
い
て
質
問
。教
育
に
お
け
る
理
解
と
対
応
を

求
め
た
。そ
の
際
に
初
め
て
「
L
G
B
T
」
が
議
事
録
に

記
載
。

●
17
年
4
月
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
推
進

対
策
特
別
委
員
会
で
、
L
G
B
T
の
人
も
使
い
易
い
よ

う
な
競
技
施
設
等
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
質
問
。誰
に
も
や

さ
し
い
ト
イ
レ
を
東
京
か
ら
実
現
し
て
い
く
よ
う
要
望
。

●
17
年
9
月
総
務
委
員
会
で
、
大
学
に
お
け
る
対
応
を

質
問
。こ
こ
で
は
、
学
生
の
通
称
名（
本
名
以
外
）使
用
を

認
め
る
旨
の
答
弁
は
な
か
っ
た
が
、
10
月
1
日
に「
首
都

大
学
東
京
に
お
け
る
学
生
の
通
称
名
使
用
の
取
り
扱
い

に
関
す
る
要
綱
」が
施
行
。性
自
認
・
性
的
指
向
を
理
由

と
し
た
差
別
の
禁
止
、
解
消
の
た
め
に
、
L
G
B
T
学

生
へ
の
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
・
相
談
体
制
等
が

促
進
。

生活者ネットからは、都議山内れい子、稲城市議
村上洋子、江東区議ずし和美、江戸川区議伊藤
ひとみ・本西みつえ、武蔵野市議西園寺みきこ、
福生市議三原智子、中野区議細野かよこ、板橋
区議五十嵐やす子、練馬区議やない克子、品川
区議吉田ゆみこらが参加した

起
点
駅
と
さ
れ
る
品
川
区
で
始
ま
っ
た
、低
周
波
公
害

が
危
惧
さ
れ
る
変
電
所
施
設
、
非
常
口
立
て
坑
等
工

事
。
2
0
1
7
年
12
月
23
日
撮
影


